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取組事例の名称 啓開作業時のマルチビームソナーとサイドスキャンソナーによる被災状況調査  

概
要 

対象 航路内の障害物調査  

種別 
□救援    □機能回復   □新・増設   □復興 

■その他 （                             ） 

規模 塩釜港約300万m2 

 

 

実施会社 東亜建設工業（株）信幸建設株式会社 東日本支社 

実施場所   宮城  県    塩釜     市 

発注者 国土交通省 東北地方整備局 

1.工事等取組の目的及び概要と採用した技術名称 

名称：ナローマルチビームソナーとサイドスキャンソナーの組み合わせによる深浅測量 

啓開作業のために航路上の深浅測量を実施し障害となる瓦礫の位置と大きさを特定する。 

 

 

 

2.当該技術を採用した理由、当該技術に期待した成果 

・ ナローマルチビームソナーに瓦礫の位置および詳細な形状の把握が可能である。 

・ サイドスキャンソナーにより海底の状況が写真のように見ることができるため瓦礫の種類を特定でき

る。 

・ 深浅測量時の安全性向上 

 

 

 

（写真、イラスト） 
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取組事例の名称 啓開作業時のマルチビームソナーとサイドスキャンソナーによる被災状況調査  

3.工事等の実施に当たっての課題や留意した事項、苦労した事柄・教訓 

ナローマルチビームソナーによる測量は低速で行うため、高速で曳航することで浮力を得る構造のサイド

スキャンソナーが沈まないよう、俵ブイを取り付けて測量を行った。 

サイドスキャンソナー本体が重く、船上でバランスを取りながら艤装することが難しかった。 

 

 

 

4.実施後の成果に対する発注者や地元住民等の評価 

ナローマルチビームソナーとサイドスキャンソナーの組み合わせにより海底の様子を精緻に把握可能にな

ったため、異常物の取りこぼし低減への寄与に対しては発注者には満足いただけたと思う。 

 

 

 

5.採用した技術に対する改善点、望まれる技術 

NMB測量結果との統合 

  異常物の位置と深度をNMBで、形状をサイドスキャンソナーの画像で表示することで、撤去チームにより

分かりやすい情報を提供することが可能になると考える。 

 

 

 

 

6.今回の取組を通じ、将来の災害対応の為に準備すべきと感じた事項 

海底･海中の可視化を早急に実現するシステム 

  障害物の位置を特定できないことには障害物撤去を行えないため、可視化の効率を向上させることが早

期復旧につながると思う。 
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